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第３回 公園づくり検討会 各班での意見等 

区分 たたき台案について 

Ａ班 

舗装
・クッション性の舗装は、耐久性があるものにしてほしい。色が褪せたり、すぐに剥がれたりするので

あればみっともない。 

人工芝の小山

・幼児が遊ぶのであれば、低い方の小山は要らないので、代わりにスプリング遊具などがほしい。

・近くの公園にはないものがある公園にしたい。例えば、すべり台付き小山を無くして、幼児向けの複

合遊具などがあると良い。

・すべり台付き小山は、必ずしも西松建設の非常用出口の位置に合わせて配置する必要はない。非常用

出口は通常使うことはないので、公園側にはステップ等があるだけでも良い。

・小山の頂上が西松建設の非常用出入口の横にあると、塀の乗り越えなど防犯上の問題が出るのではな

いか。

パーゴラ、または藤棚

・予算があれば、藤棚などの日よけがあると良い。 

・費用がかかるから、あれはできない。これはできない。という考えではなく、市には費用をかけてで

も良い公園を作ってほしい。 

ベンチ ・子どもたちが遊ぶゾーンの近くに、保護者が子どもを見守るためのベンチがほしい。 

その他 
・細長い形状の公園であり、様々な人が通り抜けることを考えると見通しを良くしておくことが大切

だ。公園にはたくさんのものを盛り込まず、シンプルにしておくことが良い。 

Ｂ班 

人工芝の小山 
・住宅地側ではなく、西松建設側に設置した方が、住宅地側の家の中を覗かれる恐れが低くなるだろう。

・高さは、60cm よりも低くても良い。 

住宅地側の植栽帯 ・植栽帯の幅は、１ｍとしなくても 60～80cm でも十分だろう。

パーゴラ、または藤棚 
・あえて設置する必要はない。パーゴラの設置費を健康遊具（１～２つ程度でも）の設置費に活用した

方が良い。 

健康用玉石 ・衛生面や安全面を踏まえると利用されることが想定されないので、あえて設ける必要はない。 

照明 ・周辺の住宅に配慮することを踏まえると、照明は低い方が良い。但し、暗すぎてもいけない。 

ベンチ ・もっと多く設置したい。 

通路 
・小山もルートの一部となっても良い。 

・幅員は一律２ｍでなく、もっと狭い箇所があっても良い。 

西松建設側のフェンス 

・西松建設の非常用出口の位置に小山を設ける場合は、来園者が西松建設の社宅に入らないよう、フェ

ンスを適切に設けるべきだろう。 

・防犯上見通しの良いものとするべきだ。 

・当フェンスがキャンバスとなった、落書きコンテストができるような素材（例、黒板）を取り入れて

はどうか。 

Ｃ班 

人工芝の小山 ・戸建て住宅側は、プライバシーの面から設置しない方が良い。 

住宅地側の植栽帯 
・公園課からのアドバイスのように、戸建て住宅側への配慮として、幅１ｍほどの植栽を設置すると良

い。 

幼児用すべり台 

・二つも必要か。一つは階段としてはどうか。 

・すべり台の傾斜が急になる場合は階段としてはどうか。 

・暑い日は、すべり台自体も熱くなり利用できない。 

・北西部（北西部の小山をなくした後）に設置した方が良い。

パーゴラ、または藤棚 
・幼児用すべり台の周り（北西部の小山をなくした後など）に設置すると良い。 

・パーゴラでなくても日よけができればなんでも良い。 

健康用玉石 

・西松建設側に沿って小山（頂上はできるだけ広いスペースがほしい）を頂点とするスロープを設け、

そこに健康用玉石を設置すると良い。 

・手すりは西松建設側のフェンス機能を兼ねると良い。 

照明 ・防犯に配慮し、必要な街灯は設置してほしい。 

ベンチ ・幼児用すべり台の周り（北西部の小山をなくした後など）に設置すると良い。 

花壇 
・花壇を管理する人がいる場合は設置してもかまわない。 

・花壇を管理する人がいない場合は土にすると良い。 

西松建設側のフェンス
・西松建設の敷地内フェンスとの二重構造にすることに意味がないと思う。 

・西松建設の敷地内フェンスを市が取得すれば、公園用地内に新たにフェンスを設ける必要はない。 
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